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　Abstract
　　Correlations and causal relationships among undervaluing others, self-formation, and 
self-change in Japanese university students were investigated. In Study 1, university 
students （n＝163） completed scales that assessed undervaluing others, self-esteem, sense of 
self-formation, and intention for self-change. Results indicated a significant negative 
correlation between undervaluing others and imitation-oriented self-change defined as the 
will to change and agree with close others. This result was replicated in Study 2 with a 
different sample of undergraduates （n＝298）. Moreover, in study 3, structural equation 
approach with cross-lagged models and synchronous effects models were conducted on one-
year longitudinal data （n＝161）. Results suggested a significant covariance between 
undervaluing others and imitation-oriented self-change at Time 1. However, there were no 
significant causal effects among these variables. The meaning of undervaluing others in the 
development of young adults was discussed.
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下記の 3 つの調査研究による検証を行う．まず研究 1 では，他者軽視と自己形成意識，自己変容
の志向性との関連を検討し，他者軽視と自尊感情の交互作用についても検討を行う．研究 2 で
は，別の大学生サンプルの分析を通して，研究 1 で見出された相関関係の再現性について検証を







　調査対象　中部地方の A 私立大学の 2 つの学科に所属する大学生 163 名（男性 73 名，女性
90 名）を対象に調査を実施した．対象者の平均年齢は 19.54 歳（標準偏差 0.87）であった．




























籍番号を記入するように求めた．調査は 2015 年 6 月に実施された．なお，調査に先立ち，著者




たところ，.64 から .88 の値が得られた．α＝.70 を下回ったのは自己形成意識尺度の充足的形成





改善志向が 16.23（3.10），確立志向が 13.37（3.90），全面変容志向が 11.12（4.21），展望志向が













































　研究 1 で得られた結果の再現性について，研究 1 とは別の対象者に調査を実施することで検証
を行う．研究 1 と同様に相関関係及び他者軽視と自尊感情の交互作用の効果を検証する．
方法
　調査対象　九州地方の B 私立大学および関東地方の C 私立大学に通う大学生 298 名（男性
203 名，女性 89 名，不明 6 名）を対象に調査を実施した．平均年齢は 19.27 歳（標準偏差 2.09）
であった．
　調査内容　実施された質問紙は研究 1 と同様のものであった． a）他者軽視尺度（Hayamizu 
et al., 2004），b）自尊感情尺度日本語版（山本・松井・山成，1982），c）自己形成意識尺度（小
平，2002），d）自己変容の志向性尺度（千島，2014）
　調査手続き　心理学関連の授業で配布，回答，回収を行った．なお，研究 1，研究 3 とは異な




行った．研究 1 と同じく，自己形成意識尺度の充足的形成のみがα＝.63 とやや低い値を示した
ものの，他の尺度についてはα＝.70 を上回っていた（α＝.76 ～ .90）．いずれも分析に支障が
ないと判断された．平均値（標準偏差）は，他者軽視が 30.55（6.83），自尊感情が 29.00（6.42），
自己形成意識の拡大的形成が 20.60（3.97），充足的形成が 15.57（2.55）であった．自己変容の
志向性尺度では一新志向が 13.41（3.95），懐古志向が 9.16（3.78），改善志向が 16.86（2.84），確
立志向が 14.02（3.71），全面変容志向が 11.25（4.17），展望志向が 15.65（3.73），憧憬志向が
14.30（3.72），変容追求志向が 12.63（4.07），模倣志向が 10.33（3.47）であった．







るために，研究 1 と同様に階層的重回帰分析を行った．結果を Table 4 に示す．研究 1 と同様に，
いずれの目的変数についても有意な交互作用は確認されなかった．















くまで有意性の判断に基づいてではあるものの，研究 1 との差異も見られた．研究 1 で確認され
た拡大的形成との正の関連が確認できず，研究 1 で有意ではなかった改善志向との負の相関が有
意であった．また，憧憬志向については，研究 1 では正の有意な関連が見られたのに対し，研究
2 では負の有意な関連が確認された．これらはいずれも r＝.20 未満の相関係数が示されていた箇
所であり，関連しているとは断言しにくい箇所でもあった．
　研究 3





　調査対象　研究 1 の対象となった A 私立大学の 2 つの学科に所属する大学生 177 名（男性 78
名，女性 99 名）に調査を実施した．平均年齢は 20.58 歳（標準偏差 0.87）であった．
　調査内容　実施された質問紙は研究 1 と同じものであり，下記の 4 つの尺度が含まれていた．





するように求めた．調査は研究 1 の約 1 年後である 2016 年 7 月に実施された．
結果と考察
　各尺度の信頼性，基礎統計量　研究 1，研究 2 と同様に，各尺度のα係数，基礎統計量を確認
した．研究 1，研究 2 と同様に，自己形成意識尺度の充足的形成がα＝.66 と相対的に低い値を
示したが，他の尺度はα＝.74 ～ .90 であった．いずれも以降の分析に支障はないと判断された．
研究 3 のデータの平均値（標準偏差）は，他者軽視が 29.56（6.49），自尊感情が 28.21（7.68），
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拡大的形成が 20.06（3.91），充足的形成が 15.36（2.61）であった．自己変容の志向性では，一
新志向が 13.38（3.86），懐古志向が 8.63（3.37），改善志向が 16.32（2.93），確立志向が 13.64
（3.74），全面変容志向が 10.73（4.01），展望志向が 15.48（3.38），憧憬志向が 13.31（3.61），変
容追求志向が 11.55（3.57），模倣志向が 10.05（3.09）であった．
　相関関係　研究 3 の調査データから他者軽視，自尊感情と自己形成意識，自己変容の志向性と






　交互作用項を含めた階層的重回帰分析　研究 1，研究 2 と同様に，階層的重回帰分析を用いて，
他者軽視と自尊感情の交互作用の有無を確認した．結果を Table 6 に示す．研究 1，研究 2 と同
じく，全ての目的変数について，有意な交互作用は確認されなかった．
　因果関係の検証　研究 1，研究 2 の結果から，再現性が高いと考えられた他者軽視と模倣志向
の関連について，2 時点の縦断データによる因果関係の検証を行った．2 回の調査（研究 1 及び
約 1 年後に実施された研究 3）のいずれかで学籍番号を記入し，マッチングが可能であった対象
者は 161 名（うち 109 名が 2 回の調査の両方に回答）であり，これをもとに 2 時点のデータを結










及び同時効果モデル（Figure 3）の 2 つの因果モデルの検証を行った．分析には Mplus ver.7.4
を使用し，欠損値の補完には完全情報最尤法を用いた．
　まず交差遅延効果モデルについては，他者軽視の Time 1 から Time 2 への効果，模倣志向の
Time 1 から Time 2 への効果を仮定し，Time 1 の他者軽視から Time 2 の模倣志向，Time 1 の
模倣志向から Time 2 の他者軽視への効果を仮定した．Time 1 の他者軽視と模倣志向の間と，
Time 2 の他者軽視と模倣志向の誤差間に共分散を仮定した．各推定値を Figure 2 に示す．適合
度は CFI＝1.00，RMSEA＝0.00 であった．Time 1 の他者軽視と模倣志向の共分散が有意であ





される（岡林，2006）．他者軽視の Time 1 から Time 2 への効果，模倣志向の Time 1 から
Time 2 への効果を仮定し，Time 2 の他者軽視と Time 2 の模倣志向の間の相互因果関係を仮定
した．また，先述の交差遅延効果モデルと同様に，Time 1 の他者軽視と模倣志向の間，Time 2
の他者軽視と模倣志向の誤差間に共分散を仮定した．結果を Figure 3 に示す．適合度は CFI＝
1.00，RMSEA＝0.00 であった．交差遅延効果モデルと同様に，Time 1 の他者軽視と模倣志向







　以上，研究 3 で得られた相関係数について，有意傾向であった箇所を含めて研究 1，研究 2 と
比較してみると，他者軽視と模倣志向の負の関連，自尊感情と一新志向，確立志向，全面変容志
向，展望志向，模倣志向との負の関連については，3 つの調査データでいずれも確認された．ま








研究 2 では，大学生を対象に相関関係および交互作用の効果の有無を検討し，研究 3 では 2 時点
（1 年間隔）の縦断データを用いて他者軽視と模倣志向の因果関係の検討を行った．
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